
ディーゼルき

流体式 ・機械式動力伝達装置付機関車の研究に進み， 1950 年に

は 1 ， 0OOIP の V-80 形， 2，∞OIP の U-200 形の本線用機関車

を製作している。

一方，わが国鉄においては，昭和 4 ・5 年と引き続いて 600PS

級機関をとう載した DC-11 形， DC-I0 形を各 l 両ド イ ツより

輸入したのが最初である。これは実用機として十分活隈するに

至らず，むしろ故障の究明等によ り，その後の開発のための資

料となった。

昭和 7 年，国産技術による小形入換機 OB-IO 形が 8 両製作

され，かなり長く使用された。

また，昭和 11 年には 600PS 機関をとう載した電気式入換機

0010 形が， 1 両製作された。 現在これら機関車は， いずれも

廃車されてレる。

昭和 28 年に本線用デ ィーゼル機関車の試作機とも いうべき

電気式 0050 形ディーゼル後関車が 3 両製作され，北陸線に投

入され，その後昭和) 30 年には，さ らに 3 両を製作し同線に桶備

されている。

昭和 32 年には 0050 形の使用経験をもとに電気式本線用の

標準形として OF50形ディーゼル後関車が製作され，土讃・山

陰線に使用された。

写真-1 DF50 形ディー ゼル機関車

当初のものはズルツ 7 一機関のみであったが， 翌年からはマ

ン機関付の OF 50 形も併行して製作され， 昭和 39 年当初には

138 両に達し各地で活躍 して いる。

一方，入換用 ディーゼノレ機関車は昭和 30 if. 0011 形液体式

ディーゼル自由関車 3 両が試作機と して製作され， その後昭和 32

年には，改良形 0011 形 6 両が製作されている。

写真一3 ÐrJ15 形除雪 íl l(両頭ラッセル)

従米デ ィ ーゼノレ機関市 11 ， 大形機は電気式，小形機は液体式

と いう，おおまかな区分があったが， 動力近代化によるデ ィー

ゼル化の ー ー取 として，動輪周lお力 1 ， 200PS 級の本線用旅客機

関車ならびに動輪周出力 80ゆPS の入換機関車の要望があ り ，

これに迎合するとともに危盆軽減ならびに価格の低減への努力

と大馬力液体変速機の開発の気運とがあいま って，昭和 37 年本

線旅客用と して誕生したのが 0051形液体式ディーゼル峨関車

であり，笠午ー入換機として試作したものが 0020 形渡体式ディ

ーゼル観測車である。

写真-4 DD51 形液体式ディ ゼル機IJ.!IW

これ ら 0051 形 ， 00 20 形ディーゼル機関jJ1は今後の本線用，

入換用の標準形式として量産され， 全国の非電化区間での活躍

が期待されている 。

ディーゼノレ機関車は，機関の動力を動輸に伝える方法により ，

機械式 ・ 電気式 ・液体式の 3 符l類に分類できる。

機械式l主街司王を介して機械的に結合されており ，数段の樹車

の組合せを手動て一切 り 換え ， íU~に応じた トルクを得るため減

速比を可変に したものであり ， 伝達効率は高 L ーが クラッチの設

計上大 IUカの ものには不向きであ り ，また手動切換えのわずら

わしさは当然のこと ながら ， *!Ii:連総括 ;I;IJ 御ができない欠点が

ある。現在，国鉄では， この続の も のは使用していない。

電気式は昼韓関で発電機を 1 ')l l ，発電機の発生電力を電動機に

供給するので広い速度範囲にわたって高い効率が得られ，負荷

の変動に応じた速度H;iJ御は ， す4て白動的に行なわれるが，機

写真ー2 DD13 形ディ ー ゼル機関車 関車のi[[ I.!:が重く なり製作資・保守費がかさむ等の量産点がある。

こ れらは，既に実績のあるディーゼノレ動車用の機関 (OMH 液体式 11液体変速機を介してト ル ク変換を行なうもので， 電

17B 形)をとう載したものであり ， その後の標準形入換機 DO 気式と悶係，機関制御のためのノソチ操作以外は，すへて白動

13 形ディーゼル自由関車のJi!J卦りとな った。 的に行なわれ，液体接手を介するため動力の伝達が円滑である。

昭和 33 年には大馬力液体変速機の完成によ り ， 入換機関*の 液体式は百íj 2 者に比べて伝達効率はやや劣るが， 電気式にltベ

標準形ともいう べき 0013 形の製作が凶始 さ れ，幾多の改良 て重量が軽く ， {ílfi 絡が安レ点が有利である。本線用 0050 形

が加えられ，昭和 36 年製以降のものからは， 機関山力がlW姐i さ OF 50 形'11は電気式であり， 入換期ならびに除'Jì用兼用の 00

れたものになっている。現在 195 両にもな り， 各地で活躍して 13 形， 0014 形， 0015 形お」び本線用であり， 今後の標準形

いる。 である 00 51 形は液体式であ る。

昭和 36 年に試作された D014 形除歯車 (ロ ー タリー)および ディーゼル機関車が他の機関11 ; に比べて の利点を示すと次の

0015 形除冨車(阿頭ラッセノレ)は， いずれも 0013 形を基本と とお りである。

したもので， 使用経験をもと に種々改良が加えられ， 今後の除 媒煙から開飲される点では ， 電気機関車と向様， トンネ ノレの

笥車の基礎とな っ た。 多 L 、区間や都市近郊で使用するのに好適であ り ， しかも電気機


